
 

第２層出土土器 

《口縁部資料》 

深鉢(第147図～第152図5) 

ａ、第147図1～4：頚部が「く」字状にくびれる器形と思われる。突起部の破片である。 

ｂ、第147図5～13、第148図1：口縁部・胴部が直線的に外傾する器形である。第147図5、

第148図1は口縁端部が削がれたように三角を呈し、口縁部は無文、胴部に蕨手文が施文され

ている。第148図1ではさらに破線文が加わる。6～13は口縁端部が肥厚して内面に段、外面

に沈線が巡る。7～10・12 は突起がつく。口縁部から胴部にかけて文様がみられ、6・10・12

は多条沈線文様で、10 では刻目の入った下垂する隆線を中心にして文様が描かれている。11

は横位に展開する文様で、他は不明である。 

ｃ、第148図2～第152図5：口縁部・胴部がわずかな脹みをもって立ち上がる器形である。

低い山形突起をもつものが多い。 

第148図2～第150図10は胴部に文様をもち、口縁部にも突起下部に限って盲孔・下垂・弧

状沈線のみられるものもある。胴部文様は第148図3～6が幅広い単位の文様がみられ、他は幅

の狭い縦長の単位で、第148図2は単に下垂する破線文、第148図7～10、第149図、第150

図1～5は平行線の上部が肥大した蕨手文、「Ｕ」字文、楕円文、蕨手文類似の文様であり、第

149図2では蕨手文類似の文様と破線文とが交互に繰り返されて、合計8単位が描かれている。

さらに第150図5～10は多条沈線文様である。 

第150図11～第152図4は口縁部・胴部が地文あるいは無文で、第150図11～18では隆線、

沈線によって頚部が画されている。第152図1の突起部にはボタン状隆線が、同図5には窓が

ついている。 

鉢(第152図6～第153図1) 

いずれも頚部が「く」字状を呈する器形である。口縁部は外反・外傾して端部に段のつくも

のが多いが、第152図6のように角ばるだけのものもある。第152図8には大小一対の突起と

その対面に小突起がつき、突起下の口縁部に隆線が下垂する。口縁部は無文のものが多く、胴

部に入組渦文、渦付三角文などが施文されている。 

壼(第153図2) 

いわゆる無頚の壺と思われるが、小破片のため詳細は不明である。 

《胴部資料》 

深鉢(第153図3～第155図3) 

ａ、第153図3～6：胴部中位がくびれてそれ以上が外反する器形と思われる。多条沈線によ

る下垂線と矩形、渦状の文様などが描かれている。 
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ｂ、第153図7：胴上部が張る器形と思われる。胴上部に連続刺突文がみられる。 

ｃ、第153図9～第154図4：頚部が｢く｣字状にくびれる器形と思われる。第153図9は胴

上部が内弯してそれ以下は次第にすぼまる。9には楕円・弧状文が、10・11は不明、第154図

1～4には多条沈線文が施文されている。 

ｄ、第 154 図 5～8 は口縁部・胴部がわずかな脹みをもって立ち上がる器形と思われる。ま

た第154図9～第155図3はどの器形か判然としない。 

鉢(第155図4～12) 

いずれも頚部が「く」字状を呈する器形と思われる。渦文などが施文されている。 

注口土器(第155図13) 

壺形の注口土器である。渦状の文様がみられる。 

《底部資料》(第155図14～16) 

15・16は深鉢と思われるが、14は不明である。14・15の底面には木葉痕が、16には網代痕

が認められる。 

 

ＧＫ列（ＧＫ53・56・57区） 

第３層出土土器 

《口縁部資料》 

深鉢(第156図～第159図) 

ａ、第156図1・2：頚部が「く」字状にくびれて口縁部が外反する器形である。1は小波状

口縁で、波頂部が内弯気味になる。胴上部はわずかに内弯する。口縁部は無文で、胴部に隆線

による重層する楕円文とその中に細かな撚糸文・刺突文が充塡されている。2 は口縁端部が肥

厚して段を成し、突起がつくらしい。胴部は上位がいくぶん内弯し、中位以下はわずかに脹み

をもって底部にいたる。文様は口縁端部に沈線が、胴部に入組渦文がみられる。 

ｂ、第156図3～6、第157図2：口縁部・胴部が直線的に外傾する器形である。口縁端部は

削がれたように三角を呈し、窓の開いた突起がつく。第157図2では大小一対の突起とその対

面に幅広く低い突起がみられる。いずれも口縁部は無文、胴部には蕨手文、平行沈線文などが

みられる。 

ｃ、第156 図 7～10、第157 図 1、第159 図：口縁部・胴部がわずかに脹みをもって立ち上

がる器形である。低い山形突起のつくものが多い。 

第156図7～10、第157図1、第158図、第159図1・3・4は胴部に文様をもち、口縁部にも

突起下に限って簡略な文様のつくものがある。胴部文様は多くが蕨手文、蕨手文類似の文様、ジ 
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グザグ文など縦長の単位であるが、第157図1、第159図1の文様は幅が広く、前者には大き

な山形文と破線文、ジグザグ文の組み合った文様がみられる。4 は頚部・胴上部に隆線がみら

れ、頂部の肥厚した突起がつくなど他と異なった特徴をもつ。 

第159図2は口縁部に文様が施されている。渦文と長楕円文である。 

第159図5～14は口縁部・胴部が地文あるいは無文である。3は頚部を沈線で画している。 

鉢(第160図1～4) 

いずれも頚部が「く」字状を呈する器形である。口縁部が外反して端部は段を成す。胴上位

が内弯し、以下は強く外傾する。3・4 に突起がつく。3は破損している。4は大小一対の突起

とその中間の大きさで2個一対の突起が対面に位置し、前者の下部にのみ橋状把手がつく。文

様は口縁部と胴部にみられ、胴部文様は渦付三角文などである。 

注口土器(第160図5) 

壺形の注口土器と思われるが、小破片のため詳細は不明である。 

《胴部資料》 

深鉢(第160図6・7、第161図、第162図2・3) 

ａ、第 160 図 6：頚部が緩やかにくびれ、胴上部が張り出す器形と思われる。横位に連結す

る文様であろう。 

ｂ、第160図7、第161図1～6：頚部が「く」字状にくびれる器形と思われる。第160図1

には縦位の楕円文、他は横位に展開する文様がみられる。 

ｃ、第161図7～11、第162図2・3：口縁・胴部がわずかに脹みをもって立ち上がる器形と

思われる。第161図11には胴部上半に方形区画文が、第161図7～10には「Ｕ」字文、蕨手文

などの縦に細長い単位の文様がみられ、第162図2・3は頚部に隆線が走る。 

鉢(第162図1・4・5) 

いずれも頚部が「く」字状を呈する器形と思われる。入組渦文などがみられる。 

《底部資料》(第162図6) 

鉢の底部と思われる。底面に木葉痕がみがき残されている。 

 

第２層出土土器 

《口縁部資料》 

深鉢(第163図～第166図9) 

ａ、第163図1～3・5・6：胴部中位でくびれ、それ以上が外反する器形である。多条沈線で

文様が描かれ、1・2・5・6は下垂線と、その間に弧状文などが配される。2には地文が施され

ていない。5は磨消縄文（充塡）技法が用いられている。3は渦文がみられる。 
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ｂ、第163図4：頚部が「く」字状にくびれる器形である。突起下に橋状把手の基部が残る。

胴部を欠いている。 

ｃ、第163 図 7：口縁部から胴部まで直線的に外傾する器形である。口縁端部は肥厚して内

面に段、外面に沈線が巡る。大小の突起が対面に位置している。口縁部から胴部にかけて渦入

三角文が施文されている。 

ｄ、第163 図 8：口縁・胴上部が内弯する器形である。口縁部から胴部にかけて文様がみら

れる。 

ｅ、第164図～第166図9：口縁部・胴部がわずかに脹みをもって立ち上がる器形である。

第164図、第165図2～6・10は胴部に縦長単位の蕨手文、破線文、平行線文、連続「Ｓ」字文

などがみられ、第165図6の単位は幅が広い。第165図6～9は胴部に文様をもつが単位が不明

である。第165図1、第166図1～9は口縁部・胴部が地文あるいは無文である。 

鉢(第166図10・11、第167図1) 

頚部が「く」字状を呈する器形である。口縁部は外反、外傾して窓の開いた突起がつく。10

の胴部には入組渦文が、1には渦文がみられる。 

注口土器(第167図2) 

壺形の注口土器と思われる。 

《胴部資料》 

深鉢(第167図3～第169図5) 

ａ、第167図3～5：胴部中位がくびれてそれ以上が外反する器形と思われる。多条沈線で文

様が描かれており、4・5は磨消縄文（充塡）技法が用いられている。 

ｂ、第167図6：胴上部が張る器形と思われる。連続刺突文がみられる。 

ｃ、第167図7～14、第168図1～6・8、第169図1：頚部が「く」字状にくびれる器形と思

われる。このうち第167図7～14は横位に展開する文様が描かれており、第168図1～3・6は

縦位の単位と思われる。また第168図4・5、第169図1には多条沈線文様がみられ、特に第169

図1は楕円と弧状・斜行線を組み合わせた三角文が施文されている。 

ｄ、第168図7・9～15、第169図2・3は口縁部・胴部がわずかに脹みをもって立ち上がる

器形と思われる。蕨手文などの文様がみられる。 

鉢(第169図4・5) 

胴下部の破片である。三角文などがみられる。 

壺(第169図6) 

小形の壺と思われる。 

《底部資料》(第169図7) 
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底面に網代痕がみられる。 

 

ＧＪ列（ＧＪ53・54、56・57区） 

第３層出土土器 

《口縁部資料》 

深鉢(第170図～第174図9) 

ａ、第170図1・2：頚部が「く」字状にくびれる器形である。口縁部は外傾して端部が段を

成す。突起がみられる。1には窓の開いた山形の突起が3個つき、口縁部は無文、胴部に楕円

と三角文を連続させた文様が6単位施文されている。 

ｂ、第170 図 3：頚部が緩やかにくびれる器形である。口縁部は外反し、肥厚した山形突起

がつく。頚部は沈線で画され、口縁部が無文、胴部縄文である。 

ｃ、第170 図 4：口縁部が内傾する器形である。突起がつくものと思われる。頚部に稜がつ

き、胴上部は直線的に外傾する。胴部にジグザグ文がみられる。 

ｄ、第170図5・6、第171図2：口縁部から胴部まで直線的に外傾する器形である。口縁端

部は削がれたように三角を成し、窓の開いた突起がつく。第171図2の突起は大小一対となっ

ている。いずれも口縁部は無文、胴部に楕円文が施文されており、2 では下端で横に連絡され

ている。 

ｅ、第171 図 1、第172 図～第174 図 8：口縁部・胴部がわずかな脹みをもって立ち上がる

器形である。山形小突起をもつものが多い。第171図1、第172図、第173図1～13・15は胴

部に文様がみられ、また突起がつくものでは、口縁部の突起下に限って盲孔、沈線などがみら

れる。胴部文様は、縦位平行線の上部が肥大して「∪」字状、蕨手文、蕨手類似の文様を成す

もの、単に下垂する破線文、ジグザグ文などが施文されている。また第173図4は単位は不明

であるが、幅広い文様と思われる。第173図15には多条沈線による対称の弧状文がみられる。 

第173図14、第174図1～8は口縁部、胴部が地文あるいは無文である。第173図14、第174

図1～4は沈線や隆線で頚部を画し、1ではその一部が入組む渦を成す。 

鉢(第174図9～11、第175図1) 

頚部が「く」字状を呈する。口縁部は外反・外傾し、端部が肥厚して 9・11・1 は段を形成

する。9・11には窓の開いた大小一対の突起がつき、1は突起部を欠くが、その下に橋状把手が

つく。9～11の胴部文様は明らかでない。第175図1には胴部に角ばった渦文が施文されてい

る。 
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壺(第176図、第177図) 

ａ、第176図、第177図1：大形の壺である。第176図は口縁部が外反して4個の橋状把手

がつく。胴部は肩が張り、上半に渦入三角文が施文されている。第177図1は口縁部を欠き、

胴部は球状で上端部に大形の橋状把手が2個、その中間に小形の把手が2個つく。文様は胴部

のほぼ全体にみられ、渦の張り出した入組渦文が施文されている。 

ｂ、第177 図 2：小形の壺である。頚部は緩やかにくびれて口縁部が長く外反する。胴部は

中位に稜がついて上半が内傾、下半が外傾し、算盤珠状を呈する。頚部の孔と胴中位の把手が

対になって2カ所につく。口縁部は無文、胴部中・上位に文様がみられ、把手から頚部の孔に

平行隆線がのびて文様帯を区切り、渦文が2単位施文されている。 

《胴部資料》 

深鉢(第175図2～7、第178図、第179図1～7) 

ａ、第 175 図 2：胴部中位がくびれてそれ以上が外反する器形と思われる。多条沈線文様が

みられる。 

ｂ、第175 図 3～7、第 178 図 1～4：頚部が「く」字状にくびれる器形と思われる。横位に

展開する文様が描かれている。 

ｃ、第178図6～9、第179図1～3・6：口縁・胴部がわずかに脹みをもって立ち上がる器形

と思われる。第178図9は胴部上半に方形区画文が、同図6～8、第179図3・6は縦に細長い

「Ｕ」字文、蕨手文などが、第179図1は縦位の幅広い単位の文様がみられる。 

第178図5、第179図2・5・7は器形が判然としない。 

鉢(第179図8～13) 

頚部が「く」字状を呈する器形と思われる。小片のため文様単位は不明である。 

壼(第179図14) 

小形の壺である。胴部上半に縦位の平行連鎖状隆線によって区切られた文様がみられる。 

 

第２層出土土器 

《口縁部資料》 

深鉢(第180図～第181図) 

いずれも口縁部・胴部がわずかな脹みをもって立ち上がる器形である。第180図、第181図、

第182図1・2・4・6・9は胴部に縦位の細長い文様が描かれ、平行線の上部が肥大した「Ｕ」

字文、蕨手文などと、単に下垂する破線文などがみられる。第182図3・8は幅の広い単位で、

8には三角文を連続させている。同図5は胴部文様の有無が不明、7・9は口縁部無文、胴部縄

文で頚部が沈線、列点刺突で画されている。 
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鉢(第183図1) 

頚部は「く」字状を呈し、口縁部が外反して端部に段を形成する。窓の開いた突起がつく。

小片のため胴部文様は明らかでない。 

注口土器(第183図2・3) 

壺形の注口土器である。口縁部は短く立つ。3 は胴が丸く、肩部に注口の基部が残存する。

上向きの細長い注口と思われる。楕円・三角文か施文されている。 

《胴部資料》 

深鉢(第183図4～12、第184図1～11) 

ａ、第 183 図 4：胴上部が張る器形と思われる。口縁下部無文、胴上部に連続刺突文がみら

れる。 

ｂ、第183図5～8・10・11：頚部が「く」字状にくびれる器形と思われる。横位に展開する

文様が施文されている。 

ｃ、第183 図 9・12：口縁部・胴部がわずかに脹みをもって立ち上がる器形と思われる。蕨

手文に類した文様がみられる。 

第184図1～11は器形が判明しない。 

鉢(第184図12～17) 

頚部が「く」字状を呈する器形と思われる。楕円・三角文、渦付三角文などがみられる。 

《底部資料》(第184図18) 

底面に木葉痕が認められる。 

 

ＧＩ列（ＧＩ55～57区） 

第３層出土土器 

《口縁部資料》 

深鉢(第185図～第190図2) 

ａ、第185図、第186図：頚部が「く」字状にくびれる器形である。口縁部は外反し、端部

に段がつく。胴上部が内弯し、中・下部は緩やかに外傾する。第185図は6個の突起がつく。

大小一対の突起が2個、頂部が凹むものが2個、これらより小形の山形突起が2個である。口

縁端部には突起を結ぶように沈線が走り、また突起下部に橋状把手が1個、他の突起からは連

鎖状隆線が下垂する。胴部には蕨手文が施文されている。第186図1は4個の突起がつき、口

縁部には端部に横位、弧状沈線が、その下には縄文を地文として矩形文がみられ、その間に破

線文が施されている。胴部には蕨手文が8単位施文されている。第186図2は頂部に沈線
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の走る突起がつくが個数は不明である。口縁部の端部には平行線が、その下には矩形文と下垂

連鎖状文がみられる。胴部には楕円らしい文様と三角文が施文されている。 

ｂ、第187図～第190図2：口縁部・胴部がわずかな脹みをもって立ち上がる器形である。

低い山形突起がつく。第187図1は胴部に上下連結の文様がみられる。第187図2・3、第188

図、第189図には縦位に細長い「Ｕ」字文、楕円文、蕨手文などが胴部に施文され、口縁部に

も突起下にボタン状隆線、下垂沈・隆線などがみられる。第190図1には幅広い単位の弧状・

渦付「Ｔ」字状文が施される。同図2は口縁部・胴部とも地文である。 

鉢(第190図13) 

頚部が「く」字状を呈し、口縁部は外反して端部に段がつく。大小一対の突起がつき、大き

い方の突起から沈線の入った隆線が下垂する。胴部は上部が内弯し、中・下部は直線的である。

渦付三角文が施文されている。 

注口土器(第191図1) 

壺形の注口土器である。口縁部は長く直立し、胴上部が強く内弯して胴中・下部も丸味をも

つ。口縁部には橋状把手・突起がつき、一方の下部、胴肩部に上向きの細長い注口がみられる。

胴部に渦付三角文が施文されている。 

《胴部資料》(第191図2・3、第192図1・2) 

いずれも深鉢である。第191図2・3は口頚部の形態を推定できない。2には蕨手文が、3に

は多条沈線文様がみられる。第192図1・2は頚部が「く」字状にくびれる器形と思われる。1

に蕨手文と連続「Ｓ」字文が、2に渦文が施文されている。 

 

第２層出土土器 

《口縁部資料》 

深鉢(第192図3～9、第193図1～5・9～11・13) 

ａ、第 192 図 3：胴部中位に稜がついてそれ以上が外反気味に立ち上がる器形と思われる。

方形区画文がみられる。 

ｂ、第192 図 4：頚部が「く」字状にくびれて口縁部が外反する器形である。胴上部は緩や

かに内弯する。 

ｃ、第 192 図 5～7：口縁部・胴部が直線的に外傾する器形である。5・7 は口縁端部が肥厚

して内面に段、外面に沈線が巡る。口縁・胴部に文様がみられるが、単位は不明である。6 は

口縁端部が削がれたように三角を成し、窓の開いた突起がつく。口縁部は無文、胴部に蕨手文

が施文されている。 

ｄ、第192図8・9、第193図1～5：口縁部・胴部がわずかに脹みをもって立ち上がる器形 
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である。8、1 には胴部に蕨手文が施され、1の突起下口縁部に下垂沈線がみられる。9は口縁

部突起下に下垂沈線、胴部に「ハ」字状の幅広い文様が施文される。2 は多条沈線文様、3～5

は口縁部無文、胴部地文で頚部を沈線、隆線で画している。 

鉢(第193図6・7) 

頚部が「く」字状を呈する器形である。6 は口縁部が外反して端部が角ばり、大小一対の突

起がつく。胴部は肩が張って以下は直線的である。口縁部は無文、胴部に渦付三角文が施文さ

れている。7 は口縁部が外傾して端部が段を成し、低い突起がつく。胴部は肩が張る。文様は

単位が明らかでない。 

注口土器(第193図8) 

壺形の注口土器である。口縁部は短く立ち、胴上部が内弯する。渦文が認められる。 

《胴部資料》 

深鉢(第193図9～11) 

口縁部までわずかな脹みをもって立ち上がる器形と思われる。ジグザグ文、連続「Ｓ」字文

をはさんだ平行線文がみられる。 

鉢(第193図12) 

頚部が「く」字状を呈する器形と思われる。入組渦文(？)が施文されている。 

 

ＧＨ列（ＧＨ55～57区） 

第３層出土土器 

《口縁部資料》 

深鉢(第194図～第198図) 

ａ、第194図、第195図1：頚部が「く」字状にくびれる器形である。口縁部は外傾して突

起がつく。第194図1は口縁端部が肥厚して段を形成し、窓の開いた幅広くて低い突起がつく。

4 個と思われる。口縁部には端部に楕円文、盲孔、その下部に矩形文と下垂沈線が、胴部には

入組渦文がみられる。第194図2は口縁端部が角ばり、山形小突起がつく。口縁部は無文、胴

部に蕨手文類似の文様と連続「Ｓ」字文が施文されている。第195図1は口縁端部が肥厚して

段を成し、窓の開いた突起がつく。口縁部に矩形文、破線文が施されている。 

ｂ、第195 図 3：口縁部が「く」字状を呈し、頚部に稜のつく器形である。胴部は直線的に

外傾する。山形突起がついて、頂部から頚部へ沈線の入った隆線が下垂する。胴部には下端で

横位に連絡された楕円文が施文されている。 

ｃ、第195図2、第196図～第198図：口縁部・胴部がわずかな脹みをもって立ち上がる器形で 
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ある。第195図2、第196図、第197図2・3・5は胴部に「Ｕ」字文、蕨手文、破線文、連続

「Ｓ」字文といった縦に細長い文様がみられ、第197図1・4は幅の広い単位の円・「ハ」字文、

三角文が施文されている。第198図1は頚部の隆線が突起にのびて山形を成す。同図2は口縁

部無文、胴部縄文である。 

鉢(第199図) 

頚部が「く」字を呈する器形で、口縁部は外反・外傾し、端部に段を形成する。胴部は肩が

張り、それ以下は外傾する。1 は口縁端部に沈線が走り、大小一対の突起と、その対面に小さ

い突起がつき、突起から頚部まで連鎖状隆線が下垂する。胴部に渦付三角文が施文されている。

2は口縁部が無文で胴部に文様がみられる。3は窓の開いた突起がつき、口縁端部に長方形の沈

線文が施される。 

《胴部資料》 

深鉢(第200図1～7・9) 

1 は胴部中位がくびれる器形と思われ、多条沈線文様がみられ、磨消縄文（充塡）技法が用

いられている。2～7は器形が判然としない。8は口縁部までわずかな脹みをもって立ち上がる

器形と思われる。 

鉢(第200図8) 

頚部が「く」字状を呈する器形と思われる。 

《底部資料》(第201図1～4) 

1は鉢、2～4は深鉢と思われる。3は底面に木葉痕がみがき残されている。 

 

第２層出土土器 

《口縁部資料》(第201図5～12) 

いずれも深鉢である。5 は頚部が「く」字状にくびれる器形である。突起がついてその下に

連鎖状隆線が下垂する。胴部に渦文が認められる。6～8・11・12は口縁部までわずかな脹みを

もって立ち上がる器形で、6・7・8は蕨手文などの幅の狭い単位が、12は幅の広い単位の文様

が胴部に施され、11は口縁部無文、胴部縄文である。9・10は器形を明確にできない。 

《胴部資料》(第202図) 

1～4・7は深鉢である。1は頚部が「く」字状にくびれる器形と思われ、楕円文がみられる。

2・3は胴部中位がくびれる器形と思われ、多条沈線文様が施文されている。4・7は口縁部まで

わずかな脹みをもって立ち上がる器形と思われ、蕨手文に類似した文様が認められる。5・6・8

は鉢である。いずれも頚部が「く」字状を呈する器形と思われ、三角文、渦文的な文様がみら

れる。 

 244



  

 245

 

 245



 

 246



 

 

その他の土器(第203図) 

前述した縄文時代後期前葉の土器とは著しく特徴の異なるものである。第3層にはみられず、

いずれも第2層出土である。微量のため、ここで各区一括して説明する。 

1～4・6～10 は深鉢である。口縁部はａ：外傾するもの（1・2）と、ｂ：端部が内傾するも

の（3・4）の2種がある。ａは口縁部無文、胴部に文様が描かれ、口縁部内面に一条の沈線が

走る。ｂは低い突起がついて刻目付隆線が施され、口縁端部と口縁～胴部に文様が施文されて

いる。6～10は胴部資料である。 

5 は注口土器である。口縁端部は内傾し、短い注口がつく。口縁・胴部は直線的に外傾し、

注口を基点として「ハ」字状に隆線文が施される。 

11・12は壺の胴部資料である。胴部上半に文様がみられる。 
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後期中葉の土器(第204図) 

いずれも深鉢と思われる。1・2・5は口縁部が直立する(ａ)。3は外傾し(ｂ)、4は内弯気味

に立ち上がり、突起がつく(ｃ)。6は胴部資料である。 
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